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佐
渡
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
談
合
事
件
の
控
訴
審
判
決

で
「
４
億
４
２
０
２
万
７
３
９

１
円
を
川
崎
重
工
業
は
佐
渡
市

に
支
払
え
」
と
の
判
決
は
下
さ

れ
た
が
、
新
潟
地
裁
一
審
判
決

よ
り
１
５
０
１
万
６
７
４
９
円

減
ら
さ
れ
た
の
は
、
佐
渡
市
の

無
知
に
よ
る
も
の
だ
。
東
京
高

裁
は
平
成
23
年
11
月
15
日
に
川

崎
重
工
業
が
佐
渡
法
務
局
に
一

審
判
決
額
を
供
託
し
た
か
ら
、

一
審
判
決
に
は
消
費
税
３
％
を

５
％
で
計
算
し
た
誤
り
は
あ
る

が
、
こ
の
額
を
中
心
に
「
和
解

勧
告
」
を
し
た
い
と
24
年
２
月

２
日
に
示
し
た
が
こ
れ
を
断

り
、
勝
て
る
裁
判
に
負
け
て
い

る
。 

裁
判
に
対
す
る
知
識
が

私
た
ち
に
は
な
く
、
弁
護
士
ま

か
せ
で
進
め
た
結
果
だ
。

 

す
で
に
弁
護

士
と
結
ん
で
い
る
１

８
０
０
万
円
余
り
の

「
成
功
報
酬
」
に
つ

い
て
は
減
額
す
べ
く

交
渉
す
べ
き
だ
。

 

そ
の
よ
う
に

進
め
る
。

 

コ
ー
ス
を
間

違
っ
て
「
レ
ー
ス

不
成
立
」
と
な
っ
た

佐
渡
ト
キ
マ
ラ
ソ
ン

の
実
行
団
体
で
あ
る

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
」へ
の
負
担
金
は
い
く
ら
か
。

社
会
教
育
課
長 

23
年
度
４
８
４

５
万
円
、
24
年
度
５
２
５
４
万

８
０
０
０
円
、
合
計
１
億
99
万

８
０
０
０
円
で
あ
る
。

 

１
億
円
以
上
の
負
担
金

を
出
し
て
い
る
の
に
コ
ー
ス
を

間
違
う
と
は
な
に
ご
と
か
。
専

務
理
事
は
東
京
農
大
出
身
で
甲

斐
市
長
の
後
援
会
員
で
は
な
い

か
。
後
援
会
員
の
選
挙
運
動
に

文
句
は
言
わ
な
い
が
、
自
分
の

仕
事
は
誠
実
に
や
る
べ
き
だ
。

４
月
24
日
に
反
省
会
が
あ
っ
た

そ
う
だ
が
、
専
務
理
事
は
陳
謝

し
た
の
か
。

社
会
教
育
課
長 

専
務
理
事
、
局

長
か
ら
「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

大
き
な
過
ち
を
犯
し
ま
し
た
。

深
く
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
」

と
の
お
詫
び
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。

 

近
藤
資
料
の
と
お
り
、

本
庁
一
本
化
に
早
急
に
取
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

 

私
自
身
は
近
藤
資
料
で

納
得
す
る
。
市
民
に
対
し
て
は

確
認
が
必
要
だ
が
、
こ
の
資
料

が
一
つ
の
材
料
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

平成24年5月24日判決

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

加
賀
　
博
昭
　
議
員

ど
ん
づ
ま
り
市
政
の
居
眠
り

　
　
　
行
政
に
怒
り
を
覚
え
る

近
藤
　
和
義
　
議
員

血
税
の
無む

駄だ

遣づ
か

い
解
消
の
た
め

合
特
債
に
よ
る
本
庁
一
本
化
が
不
可
欠

近 藤 資 料
●合併協定書【新市の事務所の位置】

⑴�新庁舎の位置（合併後、新たに建設する本庁舎の位置）�
金井町千種沖地区とする。

⑵�事務所の位置（新庁舎ができるまでの間、本庁としての事務を取扱う庁
舎の位置）

　現在の金井町役場とする。

●現在の分庁方式と本庁一本化とのコスト差
議会開催時及び出先・本庁との移動に係るコスト差（人件費・燃料費等）
については、概ね年間1,600万円程度と推計される。

●合特債で本庁に隣接の分庁舎を建設した場合の年間償還額とコスト削減
額との比較
○建設費８億5千万円（検討委員会答申）
　�20年償還とすると年間約1,300万円の償還額でありコスト削減額1,600
万円を下回り、償還後は年間1,600万円すべてが経費削減額となる。

○�仮に建設費が10億円としても、年間の償還額はコスト差の1,600万円以
下となる。

本庁一本化による年間コスト削減額は、合特債の年間償還額を上回り、
税金の無駄遣いを解消できると共に、職員の空席時間を短縮でき、市
民の利便性にも大きく寄与できる。
新市建設計画で残された、大きな事業である本庁舎建設に、行革の観
点からも早急に着手すべきである。

総合政策課調べ

訴訟費用は佐渡市が3分の2、川崎重工業は3分の1の
負担と判決

園尾裁判長

川崎重工業側
弁護士出廷せず

東京高等裁判所第10民事部825号法廷

佐渡市側
弁護士
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国
の
義
務
や
権
限
を
地
方
に
移
す
方

針
に
つ
い
て
問
う
。

 

国
の
地
域
主
権
戦
略
会
議
に
お
い
て

現
在
国
の
出
先
機
関
の
事
務
権
限
ご
と
の
諸

課
題
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

合
併
特
例
債
の
延
長
に
つ
い
て
問

う
。 

合
併
特
例
債
の
５
年
延
長
は
６
月
８

日
に
衆
議
院
を
通
過
し
た
の
で
近
く
法
案
が

成
立
す
る
と
思
わ
れ
る
。

 

畑
野
地
区
統
合
小
学
校
竣
工
後
の
既

校
建
物
利
用
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

 

後
山
小
学
校
に
つ
い
て
は
地
元
集
落

の
利
用
計
画
は
な
い
が
跡
地
利
用
検
討
委
員

会
か
ら
22
年
９
月
１
日
に
学
校
施
設
利
用
要

望
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

 

相
川
支
所
、
相
川
消
防
署
、
相
川
保

育
所
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

 

議
会
の
常
任
委
員
会
か
ら
付
さ
れ
た

意
見
を
真し

ん

摯し

に
受
け
と
め
、
再
度
地
元
の
相

川
地
区
地
域
審
議
会
に
も
諮
問
を
し
、
答
申

を
い
た
だ
き
な
が
ら
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

 
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
の
安
全
確
認

に
つ
い
て
問
う
。

 

通
学
中
の
児
童
ら
が
死
傷
す
る
事
故

が
相
次
い
で
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
総
務

省
か
ら
通
学
路
の
緊
急
点
検
を
全
国
の
小
学

校
に
要
請
す
る
と
い
う
報
道
発
表
が
あ
っ

た
。
佐
渡
市
に
お
い
て
は
す
で
に
ほ
と
ん
ど

の
小
学
校
に
お
い
て
保
護
者
と
学
校
が
連
携

し
て
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
そ
の
つ
ど
道
路
管
理
者
に
要
望

し
、
対
処
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
教
育
長
が
６
月
６
日
の
小
学
校
長
会
に

お
い
て
通
学
路
に
重
点
を
お
い
た
安
全
マ
ッ

プ
の
作
成
を
指
示
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

食
料
品
加
工
業
の
佐
渡
の
市
場
は
約

85
億
円
で
島
内
業
者
の
出
荷
額
は
島
外
出
荷

も
含
め
、
約
36
億
円
で
あ
る
。
シ
ェ
ア
を

30
％
ア
ッ
プ
す
れ
ば
約
25
億
円
の
企
業
誘
致

に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。

 

佐
渡
の
伝
統
的
製
法
が
あ
り
、
原
材

料
の
こ
だ
わ
り
、
品
質
の
良
さ
に
付
加
価
値

づ
く
り
に
よ
り
、
販
売
規
模
の
拡
大
を
目
指

す
。 

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
魚
を
シ
ー
ズ
ン
の

観
光
客
に
提
供
す
る
、
マ
イ
ナ
ス
60
度
の
冷

凍
庫
の
設
置
に
助
成
を
考
え
な
い
か
。

 

新
鮮
な
魚
介
類
を
通
常
よ
り
低
温
で

凍
結
、
提
供
す
る
た
め
に
ホ
テ
ル
、
漁
協
、

農
協
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

 

団
体
客
が
宴
会
を
す
る
時
代
と
は
形

態
が
変
わ
っ
た
の
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
頼
み
で

そ
の
場
し
の
ぎ
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
低

価
格
、
普
通
価
格
、
高
価
格
も
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
観
光
資
源
の
整
備
や
料
理
、
お

も
て
な
し
な
ど
一
つ
ひ
と
つ
の
魅
力
の
積
み

重
ね
が
大
事
で
あ
る
。
自
分
た
ち
受
け
入
れ

側
の
問
題
点
を
避
け
て
き
た
こ
と
が
こ
こ
ま

で
低
迷
し
た
要
因
で
は
な
い
か
。

 

団
体
旅
行
中
心
か
ら
個
人
友
人
同
士

に
シ
フ
ト
す
る
観
光
形
態
の
変
化
に
対
応
し

て
こ
な
か
っ
た
。
観
光
の
魅
力
の
ほ
り
お
こ

し
が
地
域
に
も
た
ら
す
収
益
性
を
市
民
に
訴

え
き
れ
な
か
っ
た
。
地
域
自
ら
の
創
意
工
夫

に
よ
っ
て
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
着
地
型
観

光
を
示
し
て
い
き
た
い
。
単
価
を
下
げ
る
競

争
で
な
く
、
高
価
格
で
も
満
足
度
の
高
い
観

光
地
に
す
る
た
め
体
制
強
化
に
努
め
た
い
。

 
県
や
新
潟
市
な
ど
は
市
内
に
本
社
が

あ
る
こ
と
が
指
名
の
条
件
と
仄そ

く

聞ぶ
ん

す
る
が
、

佐
渡
市
の
市
内
業
者
の
育
成
は
い
か
が
か
。

 

災
害
対
応
や
除
雪
、
地
域
の
保
全
や

振
興
に
貢
献
す
る
重
要
性
は
増
す
ば
か
り
で

あ
る
。
市
内
に
本
店
を
擁
す
る
企
業
を
中
心

と
し
た
一
般
競
争
入
札
・
地
域
保
全
型
入
札

を
継
続
し
、
ま

た
総
合
評
価
型

入
札
に
お
い
て

も
除
雪
の
受
託

業
者
へ
一
層
の

加
点
を
し
、
業

界
の
活
性
化
に

努
め
る
。

後山小学校

代 質表 問会派

佐
渡
市
の
将
来
を
考
え
、国
県
の
予
算
と

権
限
を
可
能
な
限
り
取
込
む
べ
き

「
自
立
で
き
る
佐
渡
」

　
　
基
幹
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

地
域
政
策
研
究
会

根
岸
　
勇
雄
　
議
員

浜
田
　
正
敏
　
議
員

新
生
ク
ラ
ブ
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政
治
姿
勢
に
つ
い
て
聞
く
が
、
予
算

執
行
を
民
間
有
識
者
と
進
捗
管
理
ま
で
進
め

る
仕
組
み
を
確
立
し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、

行
政
権
限
と
責
任
の
一
部
放
棄
に
な
ら
な
い

か
。
行
政
が
責
任
を
持
つ
こ
と
が
、
自
治
体

の
責
任
で
あ
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
最
た
る
も

の
で
は
な
い
か
。

 

民
間
の
意
見
と
い
う
も
の
も
聞
き
た

い
と
い
う
こ
と
だ
。

 

施
政
方
針
や
補
正
予
算
で
大
学
連
携

が
目
に
つ
く
が
、
現
在
の
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま

で
あ
る
大
学
の
実
態
を
承
知
し
て
い
る
の

か
。
大
学
は
民
主
政
権
下
で
研
究
費
が
大
幅

に
削
減
さ
れ
、
地
方
の
自
治
体
に
連
携
を
持

ち
か
け
、
研
究
費
を
集
め
て
い
る
。
す
で
に

新
大
に
８
0
0
0
万
円
の
大
金
を
寄
附
し

て
お
り
、
今
回
ま
た
３
5
0
0
万
円
の
委

託
料
を
提
案
し
て
い
る
。
大
学
と
の
連
携
は

成
果
が
確
実
に
佐
渡
市
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
た
上
で
次
の
段
階
に
入
る
と
い
う
慎
重

な
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。
大
切
な
市
民
の
税

金
が
大
学
の
食
い
物
に
さ
れ
な
い
よ
う
注
意

を
払
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

新
大
、
東
京
農
大
と
包
括
協
定
を
結

び
、
佐
渡
市
の
活
性
化
の
目
的
を
明
示
し
、

大
学
か
ら
の
報
告
も
受
け
て
い
る
。
寄
附
講

座
に
つ
い
て
は
年
２
回
報
告
を
受
け
て
い

る
。
目
標
に
向
か
っ
て
本
当
に
行
っ
て
い
な

け
れ
ば
即
中
止
と
な
る
。
成
果
が
あ
っ
た
も

の
に
つ
い
て
は
逐ち

く

次じ

報
告
を
す
る
。

 

限
界
集
落
に
対
す
る
身
守
り
隊
の
よ

う
な
形
を
取
る
べ
き
と
何
度
も
提
案
し
た

が
。 

地
域
活
動
支
援
員
と
い
う
も
の
を
今

回
配
置
し
た
い
。

 

離
島
振
興
法
の
延
長
に
伴
い
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
庁
内
に
作
り
、
島
外
か

ら
の
シ
ニ
ア
夫
婦
を
呼
び
込
む
、「
シ
ニ
ア

タ
ウ
ン
構
想
」や
島
民
保
護
や
観
光
の
た
め
、

大
型
船
が
着
岸
で
き
る
港
湾
の
整
備
を
市
独

自
に
計
画
し
、
国
県
に
強
く
要
望
す
べ
き
と

思
う
が
。

 

指
摘
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
立

ち
上
げ
た
。
港
湾
計
画
に
つ
い
て
は
、
来
月

の
港
湾
の
総
会
で
勉
強
し
な
が
ら
主
張
す
べ

き
も
の
に
つ
い
て
強
く
訴
え
て
い
く
。

 

現
在
の
行
政
改
革
で
の
本
庁
一
極
集

中
型
で
は
地
方
は
衰
退
し
て
い
く
。
本
庁
機

能
は
管
理
型
で
よ
く
、
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
以
上
の
職
員
削
減
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
影
響
が
で
る
。
今

後
は
本
庁
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
エ
リ
ア
ご
と
の
特

色
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
が
必
要
だ
が
。

 

地
域
活
力
の
維
持
に
は
、
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の
拠
点
と
な

っ
て
地
域
を
支
え
る
役
割
を
担
う
必
要
が
あ

る
。
本
庁
を
小
さ
く
し
た
の
が
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
な
く
、
本
庁
機
能

と
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
機
能

は
お
の
ず
と
違
う
と
い
う
視
点
に
立
ち
な
が

ら
、
こ
の
こ
と
を
検
証
し
、
地
域
活
動
を
支

援
す
る
拠
点
と

し
て
出
先
機
関

の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
し

て
い
く
。

 

住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
は
、
経
済

効
果
も
あ
り
、

要
望
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
早
急
に
取
組
む
た

め
９
月
補
正
で
で
き
る
の
か
、
ま
た
25
年
度

予
算
に
盛
る
の
か
市
長
の
考
え
を
問
う
。

 

今
後
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
は
、

経
済
対
策
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
の
一
つ
と
し
て

タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
、
経
済
の
起
爆
剤
と
し

て
実
施
し
た
い
。

 

定
住
促
進
の
た
め
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
支

援
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
も
含
め
て
過
疎
対
策
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
推
進
す
べ
き

だ
が
。 

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
佐
渡
に

お
い
で
い
た
だ
い
て
定
住
を
し
て
い
る
方
々

か
ら
佐
渡
の
よ
さ
を
多
い
に
発
信
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
促
進
協
力
員
制
度
を
肉
づ
け
予

算
と
し
て
提
案
し
て
い
る
。

 

奥
尻
島
で
は
平
成
５
年
の
大
地
震
の

後
、
防
潮
堤
や
宅
地
の
か
さ
上
げ
を
し
て
い

る
が
、
佐
渡
市
は
ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

 

奥
尻
島
や
三
陸
沿
岸
部
の
よ
う
な
何

メ
ー
ト
ル
も
の
防
潮
堤
の
整
備
や
宅
地
の
か

さ
上
げ
等
は
佐
渡
で
は
な
か
な
か
そ
の
予
算

も
非
常
に
大
変
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
工
夫
を
し
て
ハ
ー
ド
施
設
の
整
備
に
取

組
み
た
い
。

※�代表質問とは　議会内に結成された同じ政策を持つ集団を会派といい、原則として毎年３月定例会において市長の施
政方針などに対し、各会派から１人が代表して質問することができるもの。

本
庁
と
支
所
、行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
あ
り
方
は

離
島
振
興
法
改
正
に
伴
い

　
　
　
シ
ニ
ア
タ
ウ
ン
構
想
を

猪
股
　
文
彦
　
議
員

自
由
・
三
一
ク
ラ
ブ

新
和
会

佐
藤
　
　
孝
　
議
員

小木行政サービスセンター
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議 決 結 果 を お 知 ら せ し ま す
◆平成 24 年 第３回定例会
⑴市長提出付議事件

件　名 提出月日 議決月日 議決結果
佐渡市緊急情報通信施設設置条例の制定について

６/12

６/28
原
案
可
決

佐渡市印鑑条例及び佐渡市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
佐渡市子どもの医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
佐渡市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
市道路線の認定について
市道路線の変更について
市道路線の廃止について
平成24年度佐渡市一般会計補正予算（第２号）について
佐渡市五十里財産区管理委員の選任について

６/28
佐渡市二宮財産区管理委員の選任について
佐渡市真野財産区管理委員の選任について
人権擁護委員候補者の推薦について
北狄漁港（北狄地区）漁港施設機能強化工事請負契約の締結について

６/20
北小浦漁港漁港施設機能強化工事請負契約の締結について
平成24年度佐渡市一般会計補正予算（第３号）について
平成24年度佐渡市水道事業会計補正予算（第１号）について
佐渡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

６/25平成24年度佐渡市一般会計補正予算（第４号）について
平成24年度佐渡市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について
佐渡市副市長の選任について ６/28

⑵議員提出付議事件
件　名 提出月日 議決月日 議決結果

会期の決定 ６/12
６/28 原案可決発言の取り消し

６/28
委員会の閉会中の継続調査の件

佐渡市農業委員会委員の推薦について
６/20 ６/20

近藤　和義
推　　　薦

佐渡市農業委員会委員の推薦について 金子　克己
推　　　薦

30 人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書の
提出について

６/28 ６/28 原案可決水俣病被害者の救済及び水俣病問題の解決に関する特別措置法の申請期限
延長等を求める意見書の提出について
基地対策予算の増額等を求める意見書の提出について

⑶請願及び陳情
件　名 提出月日 議決月日 議決結果

30 人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書の採択を求め
る請願

６/12 ６/28 採択学校図書館の蔵書整備・充実に関する請願
内岬漁港「犬神平地区」整備の促進について
水俣病特別措置法の申請期限延長等を求める陳情
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